
安心・安全な食育により、地域力を育てます。

学 校 給 食 セ ン タ ー 整 備 支 援

学校給食センター整備支援業務の概要

学校給食センター整備スケジュール

新基準を満たした学校給食センター整備を支援します。

アドバザリー業務では、栄養士と共に要求水準を検

び将来的な食数減少にも配慮した事業者提案を評価

するなどの落札者決定基準の検討等を行います。

 食育基本法の制定を背景として平成 20 年には学校給食法が改正され、学校給食センターには、適切な学校

給食の提供や高度な食品衛生管理、学校給食を生きた教材として活用する食育の推進など、新基準への対応が

求められています。従来の学校給食センターでは、施設の老朽化、非効率的な厨房機器配置などの様々な理由

により、新基準を満たすことが難しく、学校給食センターの建替えや自校給食方式のセンター化による一元化

 このような学校給食センターの整備に際して、「おいしい給食」を提供するイメージを弊社と自治体で共有し、

「おいしい給食」を提供できる学校給食センター整備を目指します。「一括発注によるの効率化」、「安心・安全

な食育」、「財政支出の平準化」など、民間事業者の創意工夫を最大限に活かせる民活手法を含めた事業実施の

支援を行います。なお、40 件の学校給食共同調理場関連業務を有す弊社のノウハウを最大限に生かします。

 最適な事業手法を選定するため、従来方式と導

入の可能性がある民活手法の比較検討を行います。

 一括発注による事業全体の効率化、民間資金等

活用による財政支出の平準化に加え、財政負担額、

地元企業の参画可能性など、様々な視点で比較検

討を行い、メリット・デメリットを整理した上で、

従来方式、D B 方式、D B O 方式、PFI手法など、自
治体の現状に応じた事業手法を提案します。

 新基準への対応方針を整理し、施設整備面と運

営面の両側面から自治体の現状に応じたモデルプ

ランを提案します。２時間以内の喫食を厳守する

などの H A C C P へ対応するために、大量調理技術を

有する民間事業者のノウハウを活かします。また、郷

土料理献立や地産地消活動内容を給食センター

に展示するなど、食育の一環としての推進活動を

入札公告 ～ 提案書提出 落札者決定 ～ 契約締結

給食

導入可能性調査では、将来的な食数の推計、配送計画、

献立や食材等を踏まえたモデルプランの検討等を行い

導入可能性調査

最適な事業手法の提案

実施方針の公表

「一括発注による効率化」

民間の創意工夫

「安心・安全な食育」

民間資金等活用による

「財政支出の平準化」

●学校給食センター内の見学通路のイメージ

●従来方式と導入可能性がある民活手法の比較例



学校給食共同調理場関連業務実績：計 4 0 件


